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『サザエさん』を教材とした、高齢者理解の授業効果と課題

鴻上　圭太 *、石田　京子 **

要約
　介護実習指導の授業で、高齢者の生きてきた時代を知り、高齢者に対する理解を深めるために、『サザ
エさん』の漫画を教材として授業を行った。授業を受けた学生のうち協力を得られた20人の学生にインタ
ビューを行い、その内容をグランデッド・セオリーの手法を用いて分析した。その結果、≪文章に対する拒
否的感情≫、≪絵・漫画の持つ日常性≫、≪サザエさんのもつ教材としての魅力≫、≪知識から理解への転
換≫、≪学習意欲のはずみ≫、≪単独教材としての限界性≫の6つのカテゴリーを抽出した。
　学生には、≪文章に対する拒否的感情≫があり、その背景にから『サザエさん』は、学生にとって≪絵・
漫画の持つ日常性≫をもつ教材となっていた。そして、戦後から現在まで継続されていることや4コマ漫画
ということからの≪サザエさんのもつ教材としての魅力≫が、学生の高齢者理解を深め、期待した学習効果
としての≪知識から理解への転換≫が行われていた。その上、予想外の効果として≪学習意欲のはずみ≫が
学生の中にみられた。しかし、『サザエさん』だけでは≪単独教材としての限界性≫があり、今後は他の教
材との併用が必要であることが明らかになった。
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はじめに
　高齢化が今後も進んでいくわが国の社会において、
介護の担い手となる介護福祉士への期待はますます高
まるばかりである。その背景には、現在の介護報酬額
では充分に介護職員（介護福祉士やヘルパーなど）を
雇用できず、少ない介護職員によって高齢者の介護に
あたっている事業所も少なくない。そのようなところ
では介護職員は無駄な時間をなくし効率的に動くこと
を求められ、介護労働がルーティンワークの連続とな
っている実態がある。高齢者のニーズを真に理解し、
求められる介護を提供することこそ社会から寄せられ
る介護職員への期待である。それには、高齢者理解が
まず必要である。
　高齢者理解には、その人の生きてきた時代や生活を
理解することが求められている。しかし、介護福祉士

を目指し養成校に入学してくる18 ～ 19才の青年の生
活背景は、高齢者の生きてきた時代とは全く異なって
おり、学生にとっては未知の世界となっている。高等
学校で歴史を学んでも生活史を学ぶことはなく、高齢
者と暮らしている学生も少なく、高齢者の生きてきた
時代を知る機会も減っている。
　そこで、昭和20年代から40年代という、現在の高
齢者が最も生き生きと生活していた時代を時事問題も
取り入れながらユーモアをもって描かれている、漫画
『サザエさん』を教材として使用し授業実践を行った。
日常生活を題材に物語りを展開している『サザエさん』
の、生活の事象をリアルに表現した描写から、学生が
高齢者理解を得ることを期待した。
　医学中央雑誌Web 検索によると、漫画を使っての
教育実践に関する収録論文は、1992 ～ 97年では1本
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であったのが、1998 ～ 03年では4本に、2004年～ 09
年では19本に増加している。漫画が教育実践に活か
されつつある事実が、これらから理解することがで
きる。
　本研究では、『サザエさん』を教材として使用し、
学生の利用者理解への授業効果について検証しつつ、
教育実践における漫画の効能についても検証した。
　
Ⅰ．研究目的、調査方法、調査対象
１．研究目的
　介護実習指導科目における、漫画『サザエさん』を
教材として使用した高齢者理解の授業効果を明らかに
する。

２．研究対象とした授業内容
　20年台、30年代、40年代の時代について、学生を
それぞれグループに分け、予め用紙に「時事・事件」、
「物価」、「文化（服装、食生活、家具、電化製品、流行）」、
「地域の様子（乗り物、店舗）」、「その他」と、調べる
べき課題を設定した。学生には、①それぞれの課題に
対し、漫画『サザエさん』1から該当する描写を選び
それをコピーし、用紙に切り貼りする、②『サザエさん』
から選び出した描写に関連する出来事を調べ2、補足
的に記述する、ことを求めた。
　課題作成作業に1コマ（90分）、作成したものの発
表に1コマ（90分）の授業時間を使用した。

３．データの収集方法
　データ収集は大阪健康福祉短期大学介護福祉学科
（以下、本学介護福祉学科）Ⅰ部及びⅡ部の学生を調
査対象者とし、2名から5名のフォーカスグループに
分け、半構成面接による聞き取り調査を行った。調査
対象者は合計20名である。各フォーカスグループの
調査日、人数は表１の通りである。

　各フォーカスグループにおける調査時間は、約40
分であった。「『サザエさん』を教材に使用した授業か

らどのように高齢者の生きてきた時代背景を理解した
か」をテーマに面接による聞き取り調査を行い、逐語
録を作成した。

４．調査対象者の属性
　本学介護福祉学科Ⅰ部1学年・2学年の学生10名（男
性6名、女性4名）及び介護福祉学科Ⅱ部1学年・2学年・
3学年の学生10名（男性6名、女性4名）を対象とした。
　尚、調査対象者の選定にあたっては、調査結果に大
きく影響を与えるほどのバイアスはかからないとの判
断から、調査対象者選定の基準を特に設けることはし
ていない。

５．分析方法
　半構成面接による聞き取りの記録から作成した逐語
録をグランデッド・セオリーアプローチ3の方法を用
いて分析した。
≪≫はカテゴリー、＜＞はサブカテゴリーを示す。

６．用語の定義
　本研究において、使用する主たる用語を以下のよう
に定義した。
1 『サザエさん』：書籍として発行されている四コマ
漫画の『サザエさん』を指す。TV等で放送され
ているアニメではない。

2 漫画：絵によって表現されているストーリ性のあ
る描写体。

3 高齢者理解：高齢者の生きてきた時代やその背景。
時代ごとの出来事や生活道具等への理解も含む。

７．倫理的配慮
　調査対象者には、面接の実施においてはどのような
発言があろうとも授業単位とは関係のないこと、聞き
取りの際の録音については本人のプライバシーを遵守
することを伝え、同意を得た。
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Ⅱ．結果　
　学生の面接による聞き取り調査時の録音記録から、
157の逐語化したデータが得られた。157の逐語化し
たデータを分析、概念化した結果、『サザエさん』を
教材に使用した授業展開における高齢者理解への授業
効果について、6つのカテゴリーと21のサブカテゴリ
ーが抽出された。
　6つのカテゴリーは学生の学びにおける効果と『サ
ザエさん』という教材における評価、そして学生の背
景を現すものとに分けられる。つまり、学生の学びの
効果のみならず、『サザエさん』という教材がもつ学
習効果とその限界、学生がもつ学習に対する背景が本

研究で明らかになった。

１．授業前の学生の状況　≪学生の文章に対する拒否
的感情≫
　学生は“活字が苦手”や“文字だけだと理解できな
い”などの＜文章に対する拒否感＞をもっていた。ま
た、“文章だけなら大きさもイメージがつかない”と
いう＜文章による理解の困難さ＞を感じた。
学生の背景には、このような≪学生の文章に対する拒
否的感情≫があった。
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２．授業からの効果
1≪知識から理解への転換≫
　学生は『サザエさん』を読んで、“うちのおばあち
ゃんちは今でも（サザエさんに出てきた）五右衛門風
呂みたいな風呂だ”と、＜自己体験と昔の暮らしのつ
ながり＞ができた。また、“今介護過程を学んで、高
齢者の行動などがわかってきた今なら、もっとサザエ
さんを理解することができると思う”と、＜学びの蓄
積による理解の深まり＞が見られた。さらに学生は、
“そんな話を小学校1年か2年のときに聞いたことが、
多少はサザエさんを読んでイメージに繋がった”と、
＜昔の暮らしに対するイメージの具体化＞がなされ
た。このように、学生に≪知識から理解への転換≫が
みられた。
2≪学習意欲のはずみ≫
　学生は、“サザエさんなら勉強しようと思う。漫画
という教材が、画期的に思う”と、＜学習意欲の引き
出し＞がみられた。また、“去年の先輩が作ったもの
を見てみたい。視点が違うはず”と、＜新たな学習意
欲の創出＞行われた。このように、学生には≪学習意
欲のはずみ≫がみられた。

３．教材について
1≪漫画・絵のもつ日常性≫
　絵に対しては、“話は聞いていたけど、実物を見た
ことがない。絵を見て「こんなんなんや」と思った”と、
＜絵による理解の容易性＞があった。また、学生にと
って“活字本よりは漫画のほうが読む”と、＜漫画の
もつ親しみやすさ＞があり、漫画には“生活の中での
行動は漫画の描写からわかる”と、＜漫画の持つ理解
の容易性＞があった。以上のことから、漫画には≪漫
画・絵のもつ日常性≫があることが確認された。

2≪サザエさんの持つ教材としての魅力≫
　漫画『サザエさん』には、“「生活の変化を見ましょう」
ならサザエさんでいける”と学生が語ったように、＜
暮らしの変化の資料としての優位性＞あった。“利用
者の生きてきた時代を大まかにつかむにはよかった”
と学生は『サザエさん』から＜時代背景への理解の深
まり＞が得られ、“なにかしぐさや行動をしている姿
を見て、これなにをしているのかな、とわかるかもし
れない”と、＜高齢者理解の深まり＞がみられた。さ
らに＜昔の暮らしの発見＞があり、“昔の道具だけを

見ても、どう使われたかわからない。サザエさんなら
それがわかる”と、『サザエさん』には＜昔の暮らし
の理解の容易性＞があった。これらのように『サザエ
さん』には≪サザエさんのもつ教材としての魅力≫が
あった。

3≪単独教材としての限界性≫
　ただ、高齢者理解を深めるには、“予備知識として
時代背景を事前に学んだほうがサザエさんを理解でき
る”と＜予備知識の必要性＞や、“サザエさんをじっ
くり読んだからといって、歴史を知ることはできない”
と＜得られる範囲の狭さ＞などがみられ、教材として
の限界が認められた。その他『サザエさん』を理解す
るには、“時代を実際に生きてきて理解している者と、
違う時代を生きてきた者とでは、サザエさんを読んで
捉える意味が違う”と＜暮らしの理解への体験の影響
＞があり、＜講義時期による理解の不足＞もあった。
また学生からは『サザエさん』を使った教材よりも＜
映像教材への要望＞や＜体験談教材への要望＞も出さ
れ、『サザエさん』には≪単独教材としての限界性≫
が確認された。
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Ⅲ．考察
2漫画『サザエさん』の教材としての受容に対する
二側面
　本研究において、学生に対しフォーカスグループに
よる半構成面接で『サザエさん』を教材に使用した授
業の効果について聞き取る中で、漫画『サザエさん』
は「とっつきやすい」「理解しやすい」といった声が
多く聞かれたが、それは何故かの問いに対する答えに
は、学生の漫画や『サザエさん』への日常的な関わり
において培った志向性と、文章や活字への苦手意識や
拒否感の否定的感情の二側面があることがわかった。
学生の日常的な漫画志向であることの一側面に、文章
や活字の否定的感情の表れである、と捉えることもで
きるのではないだろうか。だとすると≪学生の文章に
対する否定的感情≫が根底に存在していることで『サ
ザエさん』の教材としての学習効果があらわれている
と考えられる。

３．漫画『サザエさん』のもつ教材としての利点と限界
1漫画『サザエさん』のもつ教材としての利点
　漫画『サザエさん』を教材に使用することで、学生
の高齢者理解に対する一定の効果が認められた。絵や
漫画のもつ特性とは別に、漫画という素材で括った場
合他にはない『サザエさん』のみが持つ3つの特性が
ある。１つは、1946年から福岡の地方新聞から連載
が始まったことによる、『サザエさん』の描写自体の
長期的変遷がある、という点である。2つ目に、1969
年からはアニメ化され今日まで放送が続けられてお
り、国民の認知度が非常に高い素材である、という点
である。3つ目に、『サザエさん』のテーマ設定の基
本が「国民の日常生活の出来事」にある、という点で
ある。これらの特性が、学生にとって≪サザエさんの
もつ教材としての魅力≫を感じさせたと考える。
1946年を出発点とし、『サザエさん』を読み、分析し、
学習を進めていくと、いずれ現代にたどり着く。社会
の変遷、暮らし方の変遷、商売の変遷、道具の変遷、
服装の変遷、物事の考え方の変遷が読み取れ、面や点
ではなく線として歴史を捉えられるのである。
　また、『サザエさん』の描写が数十年も以前のもの
であっても、現代にも『サザエさん』は存在する。学
生にとっては今、自らがおかれている時代と、かけ離
れた昔の話ではなく、同じ立ち位置に存在する情報源
として捉えらえた、と思われる。

2漫画『サザエさん』のもつ教材としての限界
　しかし、『サザエさん』は漫画としての物語のテー
マが日常生活に限られているため、漫画『サザエさん』
から得られる知識の範囲も限られ、学習の効果には限
界がある。よって期待する学習効果や学生の状況によ
っては限界を補完する工夫が必要であろう。特にサブ
カテゴリーとして抽出した＜暮らしの理解への体験の
影響＞は、暮らしに対する実際の体験がより『サザエ
さん』を理解することに繋がり、結果として≪知識か
ら理解への転換≫ として学習効果を得ることをあら
わしている。しかし、根岸ら5が、学生は「高齢者の
理解の仕方として、身近な祖父母に置き換えて理解す
る傾向」があるというように、本学介護福祉学科の学
生も日常生活の中で高齢者と接する機会や、高齢の家
族と同居しているという環境が高齢者理解に一役買っ
ているといえる。しかし核家族化が進行する今日にお
いて、そういった環境がある学生は極めて少ない。こ
の点を押さえつつ『サザエさん』のもつ教材としての
限界をどう克服するのか、今後の課題といえる。
　一方、学生が感じている教材としての限界の方向は
一方向ではない。『サザエさん』という教材から学ん
だことで高齢者理解に対し、さらに興味を引き出し「も
っと知りたい、でも『サザエさん』からはこれ以上の
知識は得られない」と感じた学生と、他方では漫画を
能動的に「読む」よりも、「映像を見る」や「語りを
聞く」といった受動的態度をもって行う学習スタイル
を望む学生が存在することも、考慮して行かなければ
ならない課題である。　

3学習意欲の引き出し
　本研究において≪知識から理解への転換≫は予想し
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た効果であったが、≪学習意欲のはずみ≫は予想外の
効果であった。これは、『サザエさん』から知識とし
て得ることができたり、過去の体験やこれまでの学習
と結びついて、高齢者理解に対しよりイメージができ
たことにあわせて、『サザエさん』を読んでわからな
いことに対して興味を持つことができ、結果的に『サ
ザエさん』が学習のインセンティブになったというこ
とである。

4『サザエさん』を教材とした授業の効果
　本研究から、教材とは単なる資料ではなく学生の
学習への意欲をも引き出すツールであることがわかっ
た。よって教材選びとは、学生の学習能力や志向性（と
りわけ日常生活をも含む）を視野に入れ、学生の教材
に対する受容と、期待される学習効果のバランスにお
いて行われるものである。授業における学習の効果に
ついてのみ追い求めがちであるが、学習の効果の根底
には学習への意欲が存在することを、改めて認識させ
られた結果となった。
　また、教材としての『サザエさん』が学生にとって
受容しやすく高齢者理解につながっている背景に、学
生の活字や文章への否定的な感情があるということが
見えたのは、研究の成果である。活字や文章に対し否
定的な感情を持つ学生は、これからも存在し続けるこ
とを予測するならば、高齢者理解の学習方法として、
漫画『サザエさん』を教材として発展させていく必要
があるだろう。宮口ら6は「学生はマンガの場面から
速やかに情報を得ることができ」、漫画は「文章だけ
の表現よりも魅力を増し関心を高めることができる。」
と述べている。宮口らは看護教育で「マンガ」という
素材を教材として使用している。また、竹村7は「マ
ンガ教材で具体的に高齢者虐待をリアルに表現した内
容のものを学生に提示することで、学生はテキストを
読んだり、教員からの説明を聞くよりもかなり具体的
に状況の理解ができ」る、と述べ、学生に対する「マ
ンガ」の学習効果を認めている。以上のことから、『サ
ザエさん』は学生の高齢者理解を深めるための教材と
して、有効であると考える。

５．今後の課題
　課題は≪単独教材としての限界性≫をどう克服す
るかである。課題のポイントを２つあげる。１つは、
『サザエさん』を教材として使用し高齢者理解への授

業を展開する際、補完的な学習（事前学習もしくは他
科目とのリンク）や資料準備が必要である。また高齢
者理解への授業展開で、どのタイミングで『サザエさ
ん』を取り上げるのかについても工夫の余地があるだ
ろう。
　２つめは、学生同士の学びの繋がりである。本研究
では≪学習意欲のはずみ≫とは、『サザエさん』を読
んだ疑問が逆に学びのインセンティブとなっている、
ということがわかった。だが一方で、『サザエさん』
という教材に限界を感じた学生も存在する。それは学
生自身の学習の力量の違いや、多様な志向性の問題が
背景にあるのではないかと推測される。しかし、その
ような学生が一緒に学ぶことの相乗効果があるはずで
ある。木下ら8はグループワークでの学習の効果につ
いて、「学びと感じていなかった事柄を、他の学生の
発表の刺激をうけて、学びと意識化できる」や「共通
した学びを確認しあい、新たな学びが得られる」と述
べている。限界と感じていても、実はまだ『サザエさん』
から学べる可能性も否定できない。また『サザエさん』
を読んだだけでは理解できないことでも、グループデ
ィスカッションの中で理解できる可能性もある。
今回の授業展開もグループワークで行ったが、グルー
プワーク授業方法の検討も必要であろう。

おわりに
　学生のもつ活字や文章に対する否定的な感情を背景
に、学生の世代（主に18才～ 20才）と介護を必要と
する高齢者との年代の差は、高齢化社会においてます
ます広がり、日常生活においての学生世代と高齢者世
代の関係も、核家族化社会において希薄である中で、
介護福祉士を目指す学生の高齢者理解をどのように教
育していくのか、大きな課題である。
漫画や『サザエさん』の教材としての授業効果におけ
る可能性を追い求め、今後も教育研究を続けていく次
第である。
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Abstract
　In the class of guiding care work practice, we used “Sazae-san” as text books to help students understand 
the days in which old people lived, and interviewed 20 students who were willing to assist our survey. 
　The results were analyzed with a grounded theory approach. Because of a students’ tendency to dislike 
reading sentences, the everyday life of the ordinary people depicted in the comic strips was found to be more 
useful for the students to learn the days experienced by senior people. 
　Some students were stimulated to learn further the contemporary history of our country. However, it 
should also be noted that “Sazae-san” alone is not suffi  cient enough for students to learn the days in which 
old people lived.

Keywords:　guiding care work practice, understanding old people, a comic book, “Sazae-san”
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